
法
務
省
（
司
法
法
制
部
）
の
施
策
に
つ
い
て

【資料　１３】



日
本

の
法

曹
有

資
格

者
に
よ
る
日

本
企

業
及

び
邦

人
の

支
援

の
方

策
等

を
検

討
す
る
た
め
の

調
査

研
究

○
日

系
企

業
の
海

外
展

開
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
伴

い
増

加
傾

向
→

特
に
ア
ジ
ア
新

興
国

を
中

心
に
法

制
度

や
運

用
の
不

備
が
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
に
。

○
在

留
邦

人
も
私

生
活

上
の
法

的
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込

ま
れ
得

る
リ
ス
ク

○
法

曹
有

資
格

者
を
ア
ジ
ア
新

興
国

に
派

遣
平

成
２
７
年

度
は
４
か
国

（
タ
イ
，
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
，
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
，
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
派

遣
。
（
タ
イ
，
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
，
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
今

年
度

ま
で
）

→
平
成
２
８
年

度
は
，
日

本
企

業
等

が
多

く
進

出
し
，
ま
た
は
今

後
の
進

出
が
見

込
ま
れ
る
合

計
３
か
国

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
，
ミ
ャ
ン
マ
ー
，
イ
ン
ド
）

に
お
け
る
調

査
に
つ
い
て
予

算
計

上
○

現
地

に
お
け
る
調

査
方

法


現
地

法
令

等
の
文

献
調

査
，
現

地
当

局
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ


J
E
T
R
O
等

の
現

地
関

係
機

関
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
，
現

地
日

本
企

業
等

や
在

留
邦

人
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
等

の
実

施

平
成

２
８
年

度
予

算
計

上
額

１
９
，
６
６
３
千

円

「経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
1
5
」に

お
い
て
も
法

の
支

配
の
理

念
の
下

で
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
整

備
を
進

め
る
と
さ
れ
て
い
る
。

問
題

点
・
現

状

調
査

委
託

の
方

法
等

効
果

○
直

面
し
や
す
い
法

的
問

題
の
実

態
○

法
的

問
題

に
対

す
る
対

応
の
在

り
方

○
現
地
関
係
機
関
と
の
連
携

等
の
情

報
を
共

有
。
事

業
展

開
の
足

が
か
り
に
。

○
現

地
法

制
度

や
そ
の
運

用
上

の
留

意
点

○
現

地
に
お
け
る
日

本
の
法

曹
有

資
格

者
の
活

動
規

制
○

日
本

企
業

等
に
よ
る
法

的
支

援
の
ニ
ー
ズ
の
実

情
等

の
情

報
を
共

有
。
海

外
展

開
の
き
っ
か
け
に
。

日
本
企
業
等

現
地

で
の
活

躍
を
目

指
す
法

曹
有

資
格

者

日
本
企
業
や
在
留
邦
人
等
が
直
面
す
る
法
的
リ
ス
ク
の
実
情
等
を
把
握
す
る
必
要

調
査
結
果
を
公
開
し
，
日
本
企
業
等
と
情
報
共
有
を
進
め
る

【資料　１３】



調
査
委
託
事
業
の
成
果
物
の
活
⽤
イ
メ
ー
ジ

関
係
機
関
と
連
携
し
て
調
査
結
果
を
⽇
本
企
業
等
の
海
外
展
開
に
最
⼤
限
活
⽤


弁
護
⼠
に
委
託
し
，

○
現
地
に
お
け
る
⽇
本
企
業
等
が
直
⾯
す
る
問
題
及
び
そ
の
解
決
策

○
⽇
本
の
法
曹
有
資
格
者
が
現
地
で
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
役
割

に
つ
い
て
関
係
機
関
の
協
⼒
を
得
て
実
態
調
査

※
調
査
対
象
国
：
タ
イ
，
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
Ｈ
26
〜
27
）
，
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
Ｈ
27
〜
）
，
ミ
ャ
ン
マ
ー
，
イ
ン
ド
（
Ｈ
28
予
算
案
に
計
上
）

調
査
結
果
の
活
⽤

活
⽤
の
結
果
を
報
告

調
査
結
果
は
報
告
書
等
に
集
約

結
果
を
調
査
の
内
容

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

結
果
を
調
査
の
内
容

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

【
関
係
省
庁
等
連
絡
会
議
】

調
査
結
果
，
実
情
分
析
，
説
明
会
等
の
状
況
に
基
づ
き
更
な
る
⽇
本
企
業
等
⽀
援
の
在
り
⽅
を
検
討

法
務
省
に
よ
る
調
査
の
実
施

【
調
査
結
果
を
活
⽤
し
た
説
明
会
等
】

⽇
弁
連
や
JE
TR
O
等
の
関
係
機
関
に
よ
る
全
国
で
の

説
明
会
に
お
い
て
も
調
査
結
果
を
活
⽤
。

【
調
査
結
果
の
公
表
】

調
査
結
果
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
結
果
を
法
務
省
，
内

閣
官
房
等
の
関
係
機
関
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開

【
実
情
分
析
】


調
査
結
果
等
に
基
づ
き
，
関
係
機
関
・
団
体
が
連
携
し
て
実
情
を
分
析
し
そ
の
結
果
を
共
有

【資料　１３】



日
本

の
法

制
度

の
情

報
発

信
に
関

す
る
政

府
の

取
組

み
（
法

令
外

国
語

訳
）
に
つ
い
て

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
で
，
我
が
国
の
法
令
が
容
易
か
つ
正
確
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
，
そ

の
た
め
に
は
，
我

が
国

の
法

令
が

外
国

語
に
適

切
に
翻

訳
さ
れ

，
そ
の

翻
訳

を
容

易
に
利

用
し
得

る
こ
と
が

必
要

不
可

欠
で
あ
る
。
」
（
「
最

終
報

告
」
平

成
１
８
年

３
月

２
３
日

法
令

外
国

語
訳

・
実

施
推

進
検

討
会

議
）

法
令

外
国

語
訳

の
仕

組
み

①
関

係
各

省
庁

関
係
省
庁
連
絡
会
議
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
翻
訳
計

画
に
基
づ
き
，
所
管
法
令
に
つ
き
，
翻

訳
原

案
を
作

成

②
法

務
省

各
省
庁
か
ら
提
出
を
受
け
た
翻
訳
原
案
を
，
公

開
に

耐
え
う
る
品

質
の

確
保

と
い
う
観

点
か

ら
，
標

準
対

訳
辞

書
の

活
用

，
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
等

に
よ
る
検

査

③
関

係
各

省
庁

法
務
省
の
品
質
検
査
を
受
け
て
，
法

令
翻

訳
を
完

成
，

法
務

省
に
提

出
⇒

法
務

省
は

専
用

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開

専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
，

公
開

し
て
い
る
法

令
数

：
４
９
９
法
令

ア
ク
セ
ス
状
況
：
一
日
平
均
5
8
,0
0
0
件

⇒
世

界
８
０
以

上
の

国
や

地
域
か
ら
ア
ク
セ
ス
あ
り

ア
ク
セ
ス
の

多
い
上

位
１
０
法

令
（
過

去
一

年
）

※
デ
ー
タ
は

い
ず
れ

も
平

成
２
８
年

１
月

末
現

在

法
令

外
国

語
訳

の
現

状

1
貸
金
業
法
施
行
規
則

2
会

社
法

（
第

一
編

～
第

四
編

）

3
金

融
商

品
取

引
法

4
特
許
法

5
貸

金
業

法

6
商
標
法

7
民
法
（
第
一
編
第
二
編
第
三
編
）

8
保

険
業

法

9
電
気
事
業
法

1
0

会
社

法
（
第

五
編

～
第

八
編

）

法
令
外
国
語
訳
推
進
会
議

検
査
の
結
果
を
基
に
，

標
準
対
訳
辞
書
を
改
善

【資料　１３】



○
平
成
２
７
年
度
，
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
増
員
に
よ
り
，

処
理

件
数

は
増
加
傾
向

→
し
か
し
，
処
理
す
べ
き
法
令
数
に
比
し
て
，
依
然
人
数
が
不
足
し

て
い
る
。

年
度

内
で
の

未
済

の
解

消
の
た
め
に
は

，
更
に
体
制
を
充
実
さ

せ
る
必

要
が

あ
る
！

問
題

点

○
法
令
外
国
語
訳
は
，
国
民
の
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
で
，
国

際

取
引

の
円

滑
化

，
対

日
投

資
の

促
進

等
に
不

可
欠

○
法

令
外

国
語

訳
は

，
政

府
全

体
で
推

進
（H

16
.1
1.
26
司
法
制
度
改
革
推

進
本
部

決
定

）

○
「
経

済
財

政
運

営
と
改

革
の

基
本

方
針

2
0
1
5
」
（H

27
.6
.3
0閣

議
決
定
）に

お
い
て
も
，
「
法
の

支
配
の

理
念
の

下
，
法

令
外

国
語

訳
等

を
通

じ
た
ビ
ジ

ネ
ス
環

境
整
備
を
促

進
す
る
」と

さ
れ
て
い
る
。

現
状

○
業

務
全

体
の

迅
速

化

○
翻

訳
の

品
質

の
確

保

○
標

準
対

訳
辞
書
の
充
実

幅
広

い
分

野
か

ら
の

構
成

員
が

増
加

す
る
こ
と
で
，
日

英
標

準
対

訳
辞
書
の
更
な
る
充
実
が
見
込
め
る
。
ま
た
，
省
庁

の
翻
訳

作
業

の
効
率
化
が
見
込
め
る
。

効
果

○
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
：

３
名

○
推

進
会

議
の

構
成

員
の

増
員

：
１
７
名

→
２
０
名

増
員

は
公

法
系

の
学

者
等

を
想

定

○
法

令
翻

訳
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

増
員

：
１
名

→
 ２
名

大
学
助
教
・
助
手
ク
ラ
ス
を
想
定
。
公
開
の
迅
速
化
，
品
質
向
上
，
各
省
庁
と

の
最

終
調

整
等

の
補

佐
的

業
務

を
行

う
。

対
策

日
本

法
令

外
国

語
訳

に
関

す
る
体

制
の

充
実

○
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
日
本
法
令
外
国
語
訳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
」
に
お
い
て
，
法

令
翻
訳
を
公
開
（
平
成
２
８
年
１
月
末
現
在
，
４
９
９
法
令
）

○
法
務
省
は
，
各
省
庁
か
ら
提
出
さ
れ
る
法
令
翻
訳
に
つ
い
て
，
品

質
確

保
の

た
め
，
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
や

有
識

者
に
よ
る
品

質
チ
ェ
ッ
ク
等

の
方

策
を
執

っ
て
い
る
。

政
策

の
概

要

平
成

28
年
度

政
府
案

9
7百

万
円

（
6
百

万
円
増

）
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○
 法

制
度

整
備

支
援

事
業

実
施

 
 

 
 
○

 
域

内
格

差
是

正
の

た
め
の

メ
コ
ン
諸
国

に
対

す
る
現

地
セ
ミ
ナ
ー
等

 
 

 
 
（
ベ
ト
ナ
ム
，
カ
ン
ボ
ジ
ア
，
ラ
オ
ス
，
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

 
  

 ○
 
知

財
分

野
を
始

め
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
関
係

法
令
整

備
の
た
め
の
現
地
セ
ミ
ナ
ー
，

 
 

  
招

へ
い
に
よ
る
共

同
研

究
等

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
，
ミ
ャ
ン
マ
ー
，
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
等
）

 

○
 法

制
度

整
備

支
援

基
盤

整
備

 
 

 
 

 
 

 
 
○

 
法

制
度

整
備

支
援

基
礎

調
査

 
 

 
 

 
 

 
 
・ 

  Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地

域
の

知
財

法
制

の
格

差
是
正

の
た
め
の
調
査
研
究
等

 
 

 
 

  ○
 
国

際
協

力
人

材
育

成
 

 
 

 
 

 
 

 
・ 

  グ
ロ
ー
バ

ル
な
人

材
を
育

成
す
る
た
め
の

研
修
等

 
 

 
 

  ○
 
法

制
度

整
備

支
援

に
関
す
る
ド
ナ
ー
間
・
官

民
連

携
強
化

 
 

 
 

 
 

 
 
・

  ド
ナ
ー
間

調
整

の
た
め
の

国
際

会
議

出
席

 
 

 
 

  

平
成
2
8
年
度
政
府
予
算
案
額
：

1
2
9
百
万
円

 

国
際

社
会
に
お
け
る
日
本

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上

 

日
本

企
業
の
海
外
展
開
に

有
効

な
投
資
環
境
整
備

 

法
の

支
配
の

定
着

 

事
業

の
内

容
 

持
続

的
成
長

の
た
め

の
環

境
整
備

 

我
が

国
と
の

経
済

連
携

強
化

等
 

投
資

環
境

整
備

 

経
済

協
力
の

実
効

性
の

向
上

等
 

基
本
方

針
 

●
 
法

制
度

整
備
支

援
の
推
進

   
   

  

○
 
法

制
度

整
備

支
援

の
必

要
性

 
 

 
「
経

済
財

政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針

20
15

（
骨

太
方

針
）
」 

→
 
法

の
支

配
の

理
念

の
下

で
の

法
整

備
支
援

等
を
通
じ
た
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
の
促
進
。

 
 

 
「
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸
出
戦
略

(平
成

27
年
度

改
訂
版

）
」
 
→

 
法

制
度

整
備

支
援

（
立

法
支

援
や
人

材
育
成

支
援
等
経
済
活
動
の
基
礎
と
な
る
司
法
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
支
援
，

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
知

的
財

産
制

度
の

構
築

支
援

等
）の

実
施
。

 
 

 
「
新

東
京

戦
略

20
15

」
 
→

 
20

15
年
末
ま
で
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共

同
体
の

実
現
を
見
据

え
，
メ
コ
ン
地
域

諸
国
の

発
展
が
域
内
格
差
是
正
の
観
点
か
ら
も
益
々
重
要
に
な
る
こ
と
を

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 認

識
。

 メ
コ
ン
地
域
内

外
と
の

ソ
フ
ト
連

結
性

を
強
化

す
る
た
め
法

制
度
及

び
知

的
財
産
制
度
の
整
備
を
実
施
。

 
 

 
 
「

 知
財

推
進

計
画

20
15

」
 
→

 
効
果
的
な
司
法

手
続

を
確
立

す
る
た
め
，
新

興
国
等

の
司
法

関
係
者

等
に
対

し
て
研
修
を
行
う
な
ど
知
財
司
法
人
財
の
育
成
を
支
援

。
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日
本
経
済
の
成
長
を
後
押
し
す
る
，
力
強
い
経
済
外
交
を
推
進
し
，
成
長
戦
略
の
実
施
に
貢
献
す
る
。
経
済
連
携

交
渉
を
加
速
す
る
と
と
も
に
，
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸
出
や
日
本
産
品
の
輸
出
促
進
を
含
む
日
本
企
業
の
海
外
展
開

の
推
進
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
物
資
源
・
食
料
の
安
定
供
給
確
保
の
た
め
の
資
源
外
交
を
強
化
す
る
。
経
済
面
で
の

「
法
の
支
配
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
，
日
本
に
と
っ
て
有
利
な
国
際
経
済
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

基
本

方
針

経
済

外
交

の
基

本
方

針

平
成
28

年
2月

18
日

外
務
省
経
済
局
官
民
連
携
推
進
室
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2

日
本

経
済

再
生

に
資

す
る
取

組
安

心
し
て
住

め
る
魅

力
あ
る
国

づ
く
り

国
際

的
な
ル

ー
ル

作
り
へ

の
参

画

高
い
レ
ベ
ル

の
経

済
連

携
の

推
進


多
数
国
間
・
二
国
間
Ｅ
Ｐ
Ａ
／
Ｆ
Ｔ
Ａ

日
本

企
業

の
海

外
展

開
支

援


中
小
企
業
を
含
む
海
外
展
開
支
援


イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸

出
，
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス


投
資

協
定

，
租

税
条

約
の

締
結

促
進

日
本

産
品

の
輸

出
促

進


風
評
被
害
対
策


農

林
水
産
物
等
の
輸
出
促
進

エ
ネ
ル

ギ
ー
・
鉱

物
資

源
の

安
定

的
か

つ
安

価
な
供

給
の

確
保


資
源
国
と
の
協
力
関
係
の
強
化


国
際
的
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
で
の
協
力

食
料

安
全

保
障

の
確

保


食
料
安
全
保
障
の
確
保
・
向
上


鯨
類
を
含
む
海
洋
生
物
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用

日
本

市
場

・
人

材
の

国
際

化


対
内
直
接
投
資
促
進

グ
ロ
ー
バ

ル
な
課

題
等

へ
の

対
応


G
7


G
2
0


A
P
E
C

多
角

的
貿

易
体

制
の

維
持

・
強

化


W
T
O

分
野

横
断

的
な
政

策
協

調
と
ル

ー
ル

作
り
へ

の
貢

献


O
E
C
D

経
済

外
交

の
取

組
の

概
要


外

務
本

省
の

体
制

強
化

平
成

２
７
年

９
月

，
「
イ
ン
フ
ラ
海

外
展

開
推

進
室

」
，
「
投

資
室

」
及

び
「
日

本
企

業
支

援
室

」
を
統

廃
合

し
，
日

本
企

業
の

海
外

展
開

に
向

け
た

官
民
連
携
業
務
を
総
合
的
に
担
う
「
官

民
連

携
推

進
室

」
を
経
済
局
内
に
設
置
。


在

外
公

館
の

体
制

強
化

全
て
の

在
外

公
館

に
「
日

本
企

業
支

援
窓

口
」
を
設

置
。
「
世

界
一

開
か

れ
た
，
相

談
し
や

す
い
公

館
」
を
目

指
し
，
公

館
長

以
下

，
在

外
公

館
を
挙

げ
て
努

力
。
平

成
２
６
年

度
の

支
援

実
績

は
，
前

年
度

比
で
約

１
５
％

増
と
な
る
約

４
万

１
千

件
と
な
っ
た
（
平

成
２
５
年

度
の

支
援

実
績

は
計
約
３
万
６
千
件
）
。

・
日

本
企

業
支

援
窓

口
（
２
７
６
公

館
・
３
３
１
名

。
内

，
５
７
公

館
の

６
４
名

を
新

た
に
「
食

産
業

担
当

」
に
指

名
（
平

成
２
７
年

１
２
月

）
。
）

・
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専

門
官

（
５
１
カ
国

・
６
３
公

館
・
１
２
９
名

）
・

エ
ネ
ル

ギ
ー
・
鉱

物
資

源
専

門
官

（
５
０
カ
国

・
５
５
公

館
・
７
１
名

）
・

知
的

財
産

担
当

官
（
ほ

ぼ
全

て
の

公
館

・
２
６
１
名

）

※
こ
の

ほ
か

，
日

本
企

業
を
法

的
側

面
か

ら
支

援
す
る
体

制
を
強

化
す
る
た
め
に
，
平

成
２
７
年

度
か

ら
６
の

公
館

に
お
い
て
日

本
の

弁
護

士
を
活

用
し
て
い
る
。

日
本

企
業

支
援

に
向

け
た
体

制
強

化
の

取
組
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（
１
）
事

業
の

概
要


在
外
公
館
に
お
い
て
，
日
本
企
業
活
動
を
法
的
側
面
か
ら
支
援
す
る
体
制
を
強
化
す
る
た
め
，
現
地
の
法
令
，
法
制
度
等
に
つ

い
て
の
調
査
・
情
報
提
供
や
法
的
問
題
に
関
す
る
日
本
企
業
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
業
務
を
日
本
の
弁
護
士
に
対
し
て
委
託
。


実
施
公
館
は
，
進
出
し
て
い
る
中
小
企
業
が
多
く
，
ニ
ー
ズ
が
あ
る
地
域
の
公
館
の
中
か
ら
検
討
。

（
２
）
委

託
内

容
（
例

）
（
現

地
法

規
制

に
反

し
な
い
範

囲
で
実

施
）


現
地
の
法
律
事
務
所
の
実
情
及
び
法
令
・
法
制
度
や
そ
の
運
用
に
関
す
る
調
査
並
び
に
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
の
情
報
提
供


日
本
企
業
が
関
わ
る
個
別
の
法
的
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ブ
ル
等
に
関
す
る
情
報
収
集
や
分
析
及
び
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
日
本
企
業

が
抱
え
る
問
題
を
的
確
に
理
解
し
，
現
地
弁
護
士
に
伝
達
す
る
，
日
本
企
業
と
現
地
弁
護
士
と
の
橋
渡
し
を
含
む
）


在
外
公
館
が
現
地
政
府
と
交
渉
す
る
際
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
事
案
の
分
析
・
整
理
等
）
等
の
業
務


現
地
日
本
企
業
向
け
法
律
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等

平
成

２
７
年

度
の

取
組

の
例

在
コ
ル
カ
タ
総
領
事
館
に
お
け
る
税
務
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

（
平

成
２
７
年

１
１
月

１
８
日

開
催

）

※
日
本
人
弁
護
士
の
駐
在
先
に
所
属
す
る
イ
ン
ド
人
弁
護
士
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
し
，
当

局
の

見
解

も
含

め
活

発
に
議

論
さ
れ

た
。

在
外

公
館

に
お
け
る
日

本
の

弁
護

士
を
活

用
し
た
日

本
企

業
支

援

【資料　１３】



4

平
成

２
７
年

度
の

実
施

状
況

と
平

成
２
８
年

度
予

算

平
成
２
７
年
度
実
施
公
館

②
在
コ
ル
カ
タ
総
領
事
館

③
在
ス
ラ
バ
ヤ
総
領
事
館

⑤
在
ネ
パ
ー
ル
大
使
館

⑥
在

モ
ン
ゴ
ル

大
使

館

①
在
中
国
大
使
館

④
在

ミ
ャ
ン
マ
ー
大

使
館


平
成
２
８
年
度
に
つ
い
て
も
，
引
き
続
き
６
～
８
公
館
程
度
に
お
い
て
実
施
す
る
方
向
で
，
予
算
を
計
上
し
て

い
る
（
予
算
額
は
平
成
２
７
年
度
と
同
様
，
約
２
０
０
０
万
円
）
。


現
在
，
ニ
ー
ズ
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
３
２
の
在
外
公
館
に
お
い
て
業
務
受
託
が
可
能
な
弁
護
士
を
，

日
本
弁
護
士
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
募
集
し
て
い
る
。
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新
輸
出
⼤
国
コン
ソ
ー
シ
ア
ム

○
JE
TR
O
、中

⼩
機
構
、N
ED
O
、⾦

融
機
関
な
どの
⽀
援
機
関
を
幅
広
く結
集
した
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設
⽴
。

○
海
外
展
開
を
図
る
中
堅
・中
⼩
企
業
に
対
して
、専

⾨
家
が
寄
り添

い
、技

術
開
発
か
ら市

場
開
拓
に
⾄
る

ま
で
、様

々
な
段
階
に
応
じて
、場

合
に
よ
って
は
、複

数
の
機
関
が
連
携
して
単
⼀
の
⽀
援
機
関
で
は
提
供

で
き
な
い
よ
うな
⽀
援
策
を
提
供
す
る
な
ど、
総
合
的
な
⽀
援
を
可
能
とす
る
体
制
を
構
築
す
る
。

輸
出
・海
外
展
開
の
拡
⼤

輸
出
・海
外
展
開
の
拡
⼤

⾦
融
機
関

法
律
事
務
所

JI
CA

海
外
産
業
⼈
材
育
成

協
会
（
HI
DA
）

JE
TR
O

JE
TR
O

（
事
務
局
）

地
⽅
⾃
治
体

商
⼯
会
議
所

⾦
融
機
関

NE
XI

中
⼩
機
構

⼯
業
所
有
権

情
報
・研
修

館

NE
DO

○
最
終
的
な
海
外
展
開
の
実
現
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト（

事
業
計
画
の
策
定
、販

路
開
拓
の
サ
ポ
ー
ト等

）
○
⽀
援
機
関
が
提
供
す
る
施
策
を
組
合
せ
て
事
業
者
に
紹
介
。

専
⾨
家

中
堅
・中
⼩
企

業

コン
サ
ル

JI
CA

⽇
本
規
格
協

会

会
計
事
務
所

海
外
に
お
い
て
も
連
携

し
て
事

業
者

を
支

援

相
談


複
数
の
支
援
機
関
が
協
力
し
、
支
援
策
を
組
合
せ
る
等

に
よ
り
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。


コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
下
で
海
外
展
開
に
取
組
む
事
業
者

に
対
し
て
は
、
補
助
金
の
審
査
等
に
お
い
て
加
点

し
た
り
、

手
続
き
を
簡
略
化
す
る
な
ど
の
優
遇
措
置
を
検
討
。

経
済
産
業
局

商
⼯
会

等
等

事
業

者
の

ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ

て
施

策
を
選

択
。

○
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

○
支

援
措
置
の
紹
介

支
援
措
置
の

提
供

支
援

措
置

の
提

供

事
業

者
の

ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ

て
施

策
を
選

択
。

新
製
品
・サ
ー
ビ

ス
開
発
研
究
開

発

農
商
⼯
連
携

地
域
資
源

知
財
取
得

国
際
標
準
化

コン
ビニ
等
と

連
携
した
展
開

国
内
の

販
路
開
拓

物
流
効
率

海
外
企
業
との

マ
ッチ
ング

海
外
展
開
計

画
の
策
定

現
地
⼈
材
確
保
・

育
成
⽀
援

海
外
現
地
の

⽀
援
体
制
の
充
実

展
⽰
会
出
展

ミッ
シ
ョン
派
遣

海
外
バ
イヤ
ー
招
聘

企
業
の
⼈
材

育
成
・確
保

外
務
省

（
在
外
公
館
含
む
）

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
緊
密
に
連

携
し
，
そ
の
活
動
に
協
力
す
る
。

連
携

・
協

力

よ
ろ
ず
⽀
援
拠

点

1

※
平

成
２

７
年

度
補

正
予

算
額

：
海

外
展

開
戦

略
等

支
援

事
業

（
５

９
．

９
億

円
）
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日弁連の
中小企業海外展開支援弁護士紹介制度中小企業海外展開支援弁護士紹介制度

概要と実績概要と実績

日本弁護士連合会
中 企業 海外展開業務 法的支援 関する キ ググ プ中小企業の海外展開業務の法的支援に関するワーキンググループ

座長 武藤佳昭

海外展開支援弁護士紹介制度の趣旨及び目的海外展開支援弁護士紹介制度の趣旨及び目的

 日本の社会 経済のグ バル化 少子高齢 経済成熟化 日本の社会・経済のグローバル化： 少子高齢・経済成熟化
ｘ エマージング諸国の経済成長 ｘ 通信運輸手段の発達

ビ 海外ビジネスのすそ野拡大： 大都市・大企業・欧米先進国
向け→日本全国・中小企業・エマージング諸国向け

 海外事業における法令違反リスク・紛争トラブルの危険拡
大： 対象国における事業環境の問題（法令の未発達、慣
行の不透明性、司法の不安定性、言語・文化の未知性） ｘ
中小企業における人材・経験・知識の不足

 紛争発生後の事後対応ではなく事前防止が重要

 しかし、「アクセス障害」： 中小企業向け渉外弁護士との接、 アク 障害」 中小企業向け渉外弁護 接
点不足 ｘ 企業側の意識不足

 アクセス改善のため弁護士会による制度設定の必要性 アクセス改善のため弁護士会による制度設定の必要性

2
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海外展開支援弁護士紹介制度の内容海外展開支援弁護士紹介制度の内容

海外進出・国際貿易取引のために弁護士の支援を要する中小企業から海外進出 国際貿易取引のために弁護士の支援を要する中小企業から、
所定の機関を通じて申請があると、渉外業務実績ある弁護士を紹介し、一
定の基礎的サービスを定型的報酬により提供

• ２０１２年５月から試行的開始（日弁連パイロット事業）

• 全国10弁護士会（東京・横浜・愛知・大阪・福岡・新潟・札幌・香川・広
島 京都）で実施中 本年度中に仙台での開始を予定島・京都）で実施中 ＊本年度中に仙台での開始を予定

• 初回３０分無料。以後１０時間まで３０分毎に一律料金（1万円＋税）

①基礎的な取引契約書の作成 検討 ②海外進出に関する法律相談• ①基礎的な取引契約書の作成・検討、②海外進出に関する法律相談、
③海外紛争についての対応相談、という基本３類型に限定

• 提携団体：日本貿易振興機構(ジェトロ) 東京商工会議所 日本政策金提携団体：日本貿易振興機構(ジェトロ)、東京商工会議所、日本政策金
融公庫、信金中央金庫、国際協力銀行

• 日弁連会員（全国すべての弁護士）、「ファストパス」参加の金融機関・
公的団体、「利用機関」経由での申請も可

• 実施会の拡大、人材の充実、啓蒙啓発、早期相談の推進が課題

3

海外展開支援弁護士紹介制度の実績海外展開支援弁護士紹介制度の実績

実績実績（＊2015年12月末現在）

• 支援弁護士：158名

• 相談実施件数：153件

＊受任率３割にのぼる受任率 割 ぼる

• 相談者所在地

＊大都市圏以外も多い＊大都市圏以外も多い

• 相談内容

契約書作成が / 他が /＊契約書作成が2/3、他が1/3

• 対象国

＊アジアと米国中心だが、欧州

中南米・中近東アフリカも中南米 中近東アフリカも

4
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海外展開支援弁護士紹介制度の実績海外展開支援弁護士紹介制度の実績

5
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